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「教授技法に関する分析的研究ー特に指示の仕方を中心として'-J

広島大学大学院田這祐司

1 .本研究の概要

一般にベテラツ教師の授業と教育実習生(以下教生)の授業を比較し両者の授業間にあらわ

れる差異はただ単に経験の違いから生ずるものとすることは容易なことである。だが両者の授業

のどの部分が，どう違うのかを考えてみると，そこには経験年数の違いという単純な図式ではう

まく割り切れない複雑な教師の営みが隠されていることに気づく。

本稿は，このベテラン教師のもち味が如実にあらわれる教授技法，いわゆる指導技術の一つで

ある「指示の仕方」に着目し，この問題にアプローチを試み，われわれの共同研究の目的である

質的授業分析に一つの視点を提起するものである。

なお，ここでわれわれが考える「指示」とは. i教師の指導的行動のうち，具体的な言語行為」

(小川幻9)であり，英語の direction.cue. signal等の directiv回のことである。さらに. ¥， 、わ

ゆる ClassroomEnglish (以下 CE)による指示も，この中に含め論考を進める。

2 .英語科授業における指示

英語科の授業は他の教科の授業と比較した場合，若干その性格を異にしている。中でも著しい

のが，そのドリル的側面である。土屋 (29)の指摘するように，英語科の授業では，ある程度の

ドリルは不可欠であり，円滑な授業運営のためには，教師は常に「何をすべきかJを生徒に明確

な形で提示しなければならない。したがって，生徒に教師の意図する行動を起こさせる最初のス

テップである指示は，英語科授業においては，何よりもまして，授業の成否にかかわる重要な指

導技術の一つであると考えられる。

3. FIAC. FLintにあらわれる指示

それでは，英語科授業において重要な役割を演じる，この指示に関して，既存の授業分析シス

テムは，どのようなデータを提供してくれるのだろうか。最もポピュラーなシステムの代表格で

ある FIAC.FLintにみられる指示に関するデータの詳細は，馬本・坂本両論文に詳しいが，簡

単に述べるとこれら既存のシステムから，われわれは確かに数量的なデータを得ることはでき，

又，マトリックス上のデータの比較から，指示に関する授業者の大まかな教授行動を推察するこ

とは可能である。しかしながら，考えなければならないのは，こうしたシステムの与えてくれる

overtな指示行動のデータの向こう側にある covertなデータではないだろうか。つまり，大切

なのは指示に関する単なる数値データだけではなく，どのような指示が，授業の流れのどの段階

で，どうおこなわれ，それが教授目標との関連で，どのような教育的機能を果たし生徒がどう

反応したか等といった授業の構成にもっと深〈関わるデータではなかろうか。われわれの立場は，

既存のシステムが与えてくれるものの他に，指示を単なる数値という切り離された形ではなく，

授業の中で有践的なつながりを持つものとして.holisticに分析する必要があるとするものであ

る。
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4 .分析方法

ここまでの共同研究の他論文同様，ここでも同ーの2つの授業を分析・比較の対象とした。方

法としては金田にある intuitiveなプロトコール手法を用いて，録画された授業を忠実に transcribe

図

授業の流れ(教師)

I Greetings I 
日哩sentationof New Materials 

1)Q&A(実物使用)

新文型提示 2)新文型のOralIntroduction 

3)説明 (OHPを使って)

4)理解度 checkの Q&A

Drill 1) Choral Repetition 

2) Substitution 

3) Choral Repetition (実物

使用)

4)指名発表

c:onsolidation No.l まとめノート整理

Explanation : Grasp of Meaning 

本文のOral 1) Q& A・説明

Introduction 

本文の音読

練習

Consolidation No. 2 

1) New Words (教師モデル

-choral) 

2) Tape (Iistening) 

3) Choral Repetition (教師

モデル)

4) Tape (Repetition) 

5)自由 pair練習

6)指名発表¥⑨ ¥q
7)指名発表(生徒モデルー、、
Choral Repetition 

1)説明

Structural Drill 2) Model提示(教師モデル

Evaluation 

一生徒)

3)自由 pair練習

1) Pair発表

2)自己評価

3)宿題提示

⑪ 

① 

① 

@ 
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Drilll 

授業の流れ(教師)

巨reetingsI 
Communication Drill 

1)model提示

(生徒を立たせて)

2)説明 (OHPを使って)

3)指名発表

4)確認ドリル

(Choral Repetition) 

5)指名発表

6)確認ドリル (ChoralRepe-

tition) 

7)指名発表

8) Choral Repetition 

1)Choral Repetition 

(語句・文)

2) Model提示

3) Model発表(教師一生徒)

4)自由pair練習

5) pair発表

Presentation of New Materials 

1) Q&Aによる提示

2)説明

3) Q&  A (例文加わる)

1) Substitution 

2)説明(S+V+O+Oとの違L、)

3)モデル提示(教師一生徒)

4) Choral Repetition 
Drill ¥ 5)説明

¥6)自由 pair練習

7) Pair発表

8) Choral Repetition 

1) Choral Rep巴tition

Oral提示2 2) Q&A・説明¥火山…ition
4) Q&A・説明

Cゆnsolidationまとめノート
1) Tape (Listen & Repeat) 

NewWords 2) Model (教師モデル)

説 明



し指示に関する項目を抽出しこれを複数の教師の目で吟味した。なお，教授内容の違う両授

業を比較するための条件として，図 1にあるように，両授業に共通の授業段階を選びだしそれ

ぞれの段階における指示行動を比較することにした(各段階は①，②といった番号であらわされ

ている)。

線で結ばれた各共通段階はそれぞれ次のようになる。

①新文型の提示後の説明段階 ⑥対話モデル提示段階

②説明後の choralreading段階

@Drill練習の前の choralreading段階

④ノート整理段階

⑤ノート整理後の段階

⑦新出単語提示段階

@新教材対話練習段階

@生徒による発表段階

なお，両授業に共通のものではないが，特に教師のうまさが良くあらわれている段階である以下

の段階もあわせて分析した。

⑬宿題提示段階

⑪導入部における訂正の段階

⑫本文の導入段階

⑬個人発表段階

これらの段階に応じて，具体的指示言語等を，授業の流れ及びコメントとともに，記したのが

資料 1である。

5.分析結果

授業中における教師及び教生の指示を，以上の角度から分析検討した結果，、次のような結果を

得ることができた。

(1) 新しい行動に入る前に，教師は生徒に次に何をするのか，まず簡単に提示し Cnaming.

framing) .次により具体的な行動を指示している。例えば，大きな授業の切れ目である①

をみると，新文型を提示した後. OHPを使って文型の文法的な説明をおこなうのだが，教

師の方はきちんと順序立てて，指示を与えている。これに対して教生の方は，やや唐突に次

行動に入っている。これは， ドリル練習の段階である③，ノート整理段階である④等の他の

段階でも同様に確認できる。教師は，授業の流れをしっかりと見据えて，生徒に余計な混乱

を引き起こさないように順序立った指示を与えているが，教生の方は時として，フィーリ γ

グで処理しており，この違いこそ授業全体のリズムに決定的な影響を及ぼしている。

(2) 授業のポイントをしっかりと踏まえた指示をおこなうことは授業のイロハであり，教生も

もちろんこれは十分に承知していると考えられるが，この点においても，両者は大きなひら

きをみせている。教師は，授業の押さえの markerとして，指示を有効におこない，例えば

@において，どの文章をノートに残して欲しいかを適確に指示しているが，教生の場合，

「ノートする人，ノートとって」と生徒まかせの指示をおこなっている。教生の場合，こう

した焦点化の指示が，はっきりしないことが資料からもよくうかがわれる。

(3) (1)で述べたことと関連するが，授業の移行段階における指示に関するもう一つの大きなひ

らきは，教師の場合，適切な指示がほとんどCEでなされていることである。この CEにつ

いては，後でふれるが boundarymarkerとして，授業の切れ目をはっきりさせ，授業のス

ムーズな流れに寄与している。

(4) 授業に緩急をもたせる意味でも，刺激・注意喚起に関する指示は，重要であるが，教師の

授業の場合，これらの指示が実にうまいタイミングでなされている。又，これらも CEが多

い。@を例にとると，ここは新文型を説明した後， ドリルをおこなわせ定着をはかろうとす
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る大切な段階であるが，教師は生徒の注意を集めながら.うまく次行動へ流れる指示をして

いるが，教生の場合，粗雑な指示を出していることがわかる。

以上の点と重複するかもしれないが，教師の指示の仕方には，全体を通して，次のような発話

形態に関する補足的特徴も確認できた。

(5) 簡潔さ

教師の指示は適確で，何を要求しているのかはっきりとわかる。これに対して，教生の場

合，時としてダラダラと要を得ない指示をしていることが多い。

(6) deliveryの仕方

これは文字からうかび上がってこないが，教師の場合.指示を出す際，戸の調子，聞のと

り方等の側面に多くの注意を払っていることが検証された。

教師と教生の指示行動の比較から，以上の点における相違点を確認することができた。先に述

べたように， FIAC， FLint等のシステムが与えてくれるものも，もちろん授業を改善する上で

重要なデータを提供してくれるのではあるが，授業という人間の営みを考える場合，このような

視点からのアプローチも無視することはできないのではないかと考えられる。人間行動を数値で

あらわそうとする方法をデジタル，思考と呼ぶならば，われわれが今回とった方法はアナログ思考

のものである。人間的な営みである授業という行為の本質を，何らかの形で捕捉しようとする場

合，デジタル思考だけからは見えてこない部分が多いことをこの分析結果は示唆しているように

思える。

最後に，指示の CEについての分析結果を述べる。この2つの授業で使われた指示CEを，授

業の流れに沿ってまとめたのが資料2である。

FLintからは，われわれは使用言語比率というデータを受け取ることができ，それを基にL1. L 2 

の使用比率の観点から授業を分析することは可能になった。だが，そのCEが授業の全体の流れ

の中で，どのように生かされているのかはこの FLintからはわからない。ところが，われわれ

の今回の分析からは，指示CEに関して，新たなデータを得ることができた。資料2を見ると，

教師と教生の指示CEの差異は一目瞭然であるが，教師の場合，各段階に合わせて，様々な意図

を持った CEが使われていることがわかる。つまり，新しい活動に入るための注意喚起の

CE (attention~getter) ，活動に合図を与える CE(cue) ，活動を促すCE(∞mmand)等の CE

が，授業活動の重要な領域に及んでいることが検証できる。これは「ある点に向けさせ→どのよ

うな行動をすべきか提示し→実際行動を起こさせ→行動時に適切な合図を送り，コ γトロールし

→行動を終結させ，まとめ→次なる行動へ移る」という図式の中で，見事にCEを活用させてい

るということである。さらに，授業の各段階のboundaryの前後にこのCEを使用することによっ

て，ともすれば単調になりがちな行動に変化を与え，アクセントのある授業にしいわゆる「英

語科授業の英語化」につとめていることもこの分析から結論づけることができる。池浦(12)は

「教室英語はコミュニケーショ γ実践の宝島」としており， CEを中心的役割を担うものと位置

づけているが，われわれはさらにCEを全体の授業の中で，再検討する必要があるのではあるま

L 、か。

6 .これからの課題

指示の仕方という視点に立って，教師と教生の授業の質的差異に追ってみたが，今回のわれわ

れのアフ.ローチによって，既存のシステムだけではうまく掴えることのできない授業の深層構造

に一歩近づくことができたのではないかと考える。だが，指示の仕方というのは複雑な授業構成

要素のほんの一分野であることは否めない事実である。これから教授技法の他の分野，ひいては
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授業全般の他の諸側面に関して，デジタル思考からは見ることのできない「授業の事実」を，ア

ナログ的な立場から， じっくりと分析してみたし、と考える。
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資料 1

(Tは教師， S 11生徒.下綾部は指示発話を表す)

授業の流れ 〔 教師〕 コメ γ ト授業の流れ 〔教生〕 コメ γ ト

① 導入部。新 T:今たくさん出したけど，今 次の活動段 Drill. T:…The bus stop is across 
文型を様々 のをね.日本語でどういう 階に移る前 model提示 the str田 t，across the 
な提示物に 意味かっていうのを考えて に，何をす の後 street. OKから問
即して口頭 みましょう。 べきかはっ OK? もなく.次
提示した後， Look at the scr明 m.(OHPきりと明示 (OHPの地図) 発言へ移っ
OHPを使 をつける) している。 それではちょっとOHPを ている。そ
いながら説 Firstね。Thisis the ring (Framing， 見てくれ。足初ちょっとやっ の後の指示
明段階へ移 my husband gave me. Naming) てくるように日ったな。最 は何を求め
行。 L 、いですか。この図を見て， この教師の 初ちょっと怒しいかもしれ ているか.

矢印を見てどういう意味に 授業では， ないけど。 はっきりし
なるだろうか。きあ，誰か。 簡単な行動 駅目IJから始まって・・・ Goない。
日個sesay in Japanese. を求める指 along this str田 t.

示はほとん

ど英語であ
る。 Fram-
ingを再び

繰り返して，
行動をさら
に促してい

る。

② 導入部。説 T:はい， じ全盛 Let'sread 間髪を入れ Drill {生徒の発表の後) タイミソグ

明が一通り together. ず，スピー 個人→全体 T:ちょっと，みんなで繰り返 的には良い

終わった後， Repeat after me. ドのある指 Choral してみよう。 指示である
口頭での定 示により， Repeti- が， Class-
着作業へと 新文型の tion room Eng-
入る。 choral repe- lishを使え

titionへと 』まもっと良

移行。 い雰囲気が

生まれるの
では。

③ 導入部。 T : OK，じゃあ少し drill，練 教卓の前へ Drill. T:こういう要領でやってみよ 具体的にド

Substitu- 習してみたいと思います。 出てきて， 再び model う。 リルの最初

tionから え-，Listento me careful-全員へほほ を提示後 一番向こうはどこだったか の断、。もっ

再び元の文 ly，後で又，持ってもらっ えみかけな な? と具体的に

型に戻り， て昌ってもらいますのでしっ がら，物を museumか，オイ，ちょっ 言うことも

今後は，生 かり英文を開いて， Repeat 手に持ちな とやってみよう。 できるので
徒に実際に after me， OK? がら，次の 00，これにあてはめてな。 は。親しく

物を持たせ 行動を明確 (指名) するのはよ
ながら，口 に指示。 自分でやってきたのでL、L、いが粗雑な

頭発表。 ぞ。 指示の出し
この分節の 方である。

まとめの段 OHPに従

階へと移ろ うのか。自

うとしてい 分なりの発
る。 表するのか。

これでは生

徒は迷って
しまう。
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授業の流れ 〔教師〕 コメ シ ト授業の流れ 〔 教 生 〕 コメ γ ト

④ 導入部。こ T:はい， じゃあ.Plea田 writ疋 指示をした 新教材 (以上の説明の後) 「ノートす
の分節の整 these sentences.見えます とたん，生 まと恥ノー T:ノートする人，ノートとっ る人，ノー

理。 OHP か。 徒はノート トに清書。 エ且 トとって」
に書かれた はい. two sen tences.そ に書き始め はい，ここまで，何か質問。 という指示
新文型をノー して， もう一つね。これし る。従って， 何か質問。 L、L、ですか。 は非常にあ
トに移させ ましTこ。 雑音もいろ いまいであ

る。机間巡 capでもL、L、し. clockで いろと起こ る。これは
視。 もL、L、し. pencil caseで るが，その 強制するベ

もdictionaryでもL、L、で 分だけ声も き指示では
すから，もう一つだけ書き 大きくなり， ないか。

加えておいて下さいね。あ 補足提示を
の2っと，この物の肥ntena. している。

本文の整理。 T:はい.Pl団関 drawunderline 授業の bou
ノートに清 s. (黒板の文を指示しなが ndary.はっ

書。 ら) きりと次の

これ. Mine was a watch 行動を簡潔

he bought in Switzerland. に指示して
とLet'stry on the dresses いる。大き
Father bought us， Mother. い声で，今

それと last田 nten間. 一度基本文
古田ylooked at them田lvesを読み，焦

in the mirror for a long ，点，ft立こかかつ
time. ているのが
They are very important よくわかる。
sentences. 最後に再び，

Please learn by h回 rt. 念を押すよ
うに，暗記

の指示が行

われる。こ

れらの指示

はスムーズ

に，なおか

つ的確に行

われている。
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〔 教師〕 〔往生〕

⑤ 本文の学習 T : Now， stop writing. Stop 
へと移る。 writing. Please look a t 分節の始ま page45. 
Oral Intro- the blackboard. (∞ntroJ) りにはほと X伺 r¥¥'0吋s.
ductionへ。 Now， we are going to んど笑25を 』

r四 d・From，Mike's臥ary，使用しは (Tape) (Listen & 

'From Mike's Diary' じめの stop!1 Rep国 t)
(Framing) wntlng 

でこれまで

とガラリと

調子を変え.
コγ トロー

ルしてL、る。

2番目の

Nowカ‘ら
11，さらに

音量が上が

り.黒仮を

f事で指しな

がら注意喚

起を行い，

新しい活動

への移行を

はかってい

る。

⑤ 日語活動。 T:はい， ¥、L、ですか。 観しみのも Drill。 (対話の仕方を示す} 指示がダラ

一人の生徒 じゃあ， 1回だけやってみ てる態度， (対話への T:それでは.ちょっとやって ダラとして

とともに ょうか? 言葉でモデ 移行) もらおうかな。 何をやった

modelを提 ええと， 00くん。 Bゃっ ル提示を指 右の地図を見て，え~とね。 らいいのか

刀言。 て下さいね。 耳Z。 ここ書いてあります。会話 はっきりわ

先生がAね。 したL、んよね。地図みてね。 からない。

今.市役所H'Jにおるとしょ 途中で話が

うや。 それてL、る。

City Officeという。 I色図 もっと簡潔

が， OHPでやろうとした に指示をし

んやけどな，書けんかった。 ょうと思え

(笑いながら)あんまり.細々 ばできたは

しすぎとって.紙屋町・.. ずであるが，

じゃなかった市役所前から なぜか言葉

な。 が乱れてし

広島市民球場に行きたい。 まってL、る。

(対話 model提示}

こういう具合にこれを使っ 指名するつ

て，会話してほしいんです。 もりなのに

T:ちょっと，え~とね。 1人・・ 生徒の名前

(指名) を覚えてい

本通りまで行ってみて下さ ないのか.
L 、。 かなり手間

僕がAになります。あなた どる。

はBになって下さい。 最終的な行

本通りまで行って下さい。 動を表わす

これにあてはめて下さい。 結果が一番

(OHPを指して) 最後に出て
L、る。

-52一



〔教師〕 〔教生〕

⑦ 本文。 QA T:金色じ宝 Pleaseopen 小分節の切 新出単語。 T:はい，それじゃ，教科書

の後，本文 your books to page ・.uh れ目はやは 主巴笠ょ
の説明を行 -・・ 24. り.英語に New Words. 
い，新語句 Let's read together. Let's よる指示で
の音読練習 read new words. Repeat ある。 (Tape) (Listen & 

へ移る。 after me. 晴みましょ Repeat) 
教師 (mod う。新出単

el)→Chor 語をね。 J
al. と具体的に

行動を指示

している。
本文。音読 T:はい.1'1国田 readby yours まず，英語 新教材。 T:はい，それじゃあ。みんな。 指示が長い。
錬習(Tape elves three times. three で活用内容 対話練習。 その場にいろいろなもんが 具体的な行
→リスニ γ tim回. を指示。3回 あるな，たとえば，机でも 動は最後に
グ，教師→ で，ラストの Fourthtime ということ いいです。何でもいいんで 出てくる。
コーラル re はパートナーに聞いてもらっ を念押しす す。
peti tion. Ta て下さい。 る。ここの カパγでもL、L、です。これ

pe→コー L 、いてすか。で.パートナー 音調子は， を使って練習して下さい。
ラル目petit は必ずonecommentねっ。 ゆっくりと 会話練習して下さい。
ion)の後， ここはもうちょっと，とい 全体に語り
自由読みへ うのを昌ってあけ.て下さい。 かける調子 (机問巡視)

と進む。 はい，スタート。 R回 d. になってい

すんだら目IJへ向いて下さい る。つづい

机間巡視 ね。 て，方法手
阪を簡潔に

指示してい
る。少しだ

け競争意識

をかきたて
る指示も行っ

ている。

本文。自由 T:はい，それでは何人か読ん 全員同句かっ 新教材。 T:はい，いいですか。やめて 生徒の自主
読み終了。 でもらL、たいと思います。 て，生徒を ベア発表。 下さL、。誰か・・・はい， 的な発表を
個人発表。 はい anyone? 見ながら. 誰かやって下さ1， '0 みんな 待つという

半分ずつ行きますからね。 ニコニコと できるまで，ちゃんと，ゃっ のは，良い

やさしく徴 てみようや，はい。 かもしれな
(指名) 笑みかける。 誰かL、ませんか。誰かL、ま いが，待ち

生徒の手が せんか。 過ぎてはい
上がるのを， はい，誰かいませんか。勇 けない。「は
じっとやさ 気出してやってみようや。 い.~、いで

しく待つよ すか」から
うに。簡単 「やめて下
に本文の半 さいJまで，
分だけとい ほとんど問
う指示も与 がない。
えている。

Drill。 (対話モデルの提示の後) ベアで練習
対話の導入。 T : ok. するんだと
モデルの提 こんな具合にして対話して いう指示を
示後。 ヱ主主旦 はっきりと

はい，練習して下さL、。 最初にすべ

ベアで練習して下さい。自 きである。
分のベアでもいいです。 生徒は.が
ベアで練習して下さ ~'o やがやいっ

て，取りか
(ベア練習)→机間巡視 かるまで少

し時間がか
かる。「自分
のベアでも」

という発言
は，ここで

は混乱を招

' 〈。

③ 

① 

日



〔 教師〕 〔教生〕

⑬ 整理。 HoT :それでは homeworkは今
meworkの 対話をしましたね。 特に home-
提示。 それをノートに記入して下 workとい

さL、。 うところは

で，次の時t二ええ-Mon-大きな声に

dayにノートを全員に提出 なっている。
してもらいます。

どんな対話をしたか.先生
見たいと思います。
All right? 
はい，それでは評価カード
に記入[て下きい

導入部。実 T:ちょっと.今のねえ。 00やさしく. Drill。 T : You11 find (x2) r-が見 訂正である

物を持ちな 君のね直してあげましょう。 図った生徒 生徒の発表 えますよ。ありますよJちょっ が.元気自:

がらの口頭 L 、L、? を助けるよ を訂正して。 とそこだけ.もう一回.そ よすぎて，

発表をした 「私の友達が東京で買ったJ うに。やわ れ直して言ってみてくれ。 早(，わか
生働:つまっ にするのですよ。ね。じゃ らかい言葉 りにく~.。

た場面で。 あ，落ちついて。うん。 使い。図っ S : Go along this street and 直してみて

On田 more，plea目. た生徒に語 turn right at the third くれだけで

りかけるよ ∞rner_ YouU fmd muset皿 は.なぜおl

うに，ゆっ is on the left_ かしいのが i

くりと接す 生徒にはわ l

る。生徒が T : You'll find (x 2) the mu-からないま

できたら， seum on the left. さ.。

すばやくre- You11 find museumがみ

petitionを えますよ。それで Onthe 
英語で求め left_左っ側に。

ている。 はい， You11 findだけ直

して

S : You'll find museum on 
the left_ 

T : OK_ Good.よろしいです

ね。

そういう要領です。

本文。 OralT : And now we are going to 自らの日記 新教科。 {閉がある) 教科書と T
Introduction read Mike's Diary， Mike's を読んだ後， SVOC T:それではちょっと，今 Pシートを

の前。 Diary. 再び fram- 日.新しいとこ入ります。 持ちかえな
1 will tell you today's mg move 00， Stand up. がら，下を

Mike's Diary. を行ってお What is your nickname， 向き，生徒

Listen to me carefully. り.生徒が pl回目? の方は見な
And after that， I'll ask 次に何をす いで，ここ

you some questions， and べきかも指 は授業の大

answer in English or in 示してL、る。 きな分節で

Japanese. 質問がある あるが，何

OK ? Please close your と知った生 の変化もつ

books. 徒は，一層 けていない。

注意して教 いきなり指

師の Oral 名をする。

Introduction 
を開くよう
になる。

⑪ 

⑫ 

日



〔教師〕 〔 教 生 〕

⑬ 本文。 T:はい，それでは何人か読ん 全員同匂かっ Drill。 T:はい，いいですか。誰かやっ 大きな声で

自由読み終 でもらいたいと思います。 て.生徒を 対話。 て下さい。 生徒はまだ

了。 はL、. anyone? みながらニ ベア発表の 回ってみたら，みんなちゃ 終っていな

個人発表。 半分ずつ行きますからね。 コニコとや 前。 んといけとるみたL、だから， いのか，ガ

↓ さしく微笑 誰がやってもL、いはずです。 ヤガヤゃっ

(指定) みかける。 やってみなさい。 ている。

生徒の手が

上がるのを，

じっとやさ

しく待つよ

うに。簡単

に本文の半

分だけとい

う指示も与

えている。
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目、

〔本文の確認〕

〔本文の理解〕

〔本文の音読〕

〔本文自由読み〕

〔本文発表〕

〔本文の整理〕

(Structure 
Dri11J 

教師の ClassroomEnglish 

1. Look at the screen. (attention-getter) 
2. Listen to me carefu11y. (attention-getter) 

3. Please say it in Japanese. (command) 

4. Let's read together. (direction) 
5. Repeat after me. (cue) 
6. Once more， please. (cue) 

7. Please write these sentences. 

8. Stop writing. (command) 
9. Please look at the blackboard. (attention-getter) 
10. Now， we are going to read From， Mike's Diary， From Mike's 
Diary. (direction) 

11. 1'11 ask you some questions. (direction) 
12. First question. (attention-getter) 

13. Look. (attention-getter) 

14. Please open your books to page ・.uh. • .24. (command) 
15. Let's read together. (direction) 
16. Let's read new words. (direction) 
17. Repeat after me. (cue) 
18. Once again. (cue) 

19. Please read by yourselves three times， three times. (command) 
20. Read. (command) 

21. Oh， wait. Repeat after him. (command) 
22. Again. (cue) 

23. Please draw underlines. (command) 
24. They are very important sentences. (direction) 
25. Please learn by heart. (command) 

26. Please look at the screen. (attention-getter) 
27. Let's have a talk. (direction) 
28. Today's dialog. (direction) 
29. Look at the screen. (attention-getter) 
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教生の ClassroomEnglish 

(Communication 1. Look at me carefully. (attention-getter) 
Drill 1) 

(Drill 2) 

〔新文型の提示1)

J 
〔新文型のドリル) 2. 80 and so， stand up. (command) 

〔新文型の提示2) 3. Class.(cue) 

〔整理〕

〔本文新出単語) 4. New words. (direction) 

↓ 
〔終了〕
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